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1　は　じ　め　に

チヨホナミ（東北134号）は宮城県古川農業試験場にお

いて，越南121号（後のアキホマレ）と東北125号（後の

コガネヒカリ）の組合せから育成された。宮城県の平坦部

のササミノリを対象として，1987年に奨励品種として採用

された。良質良食味多収品種として，約10，000加の栽培が

見込まれている。

チヨホナミのいもち病抵抗性は，推定遺伝子型はPi一色

である。圃場抵抗性は，幼苗による幸いもち検定と穂いも

ち検定結果（表l）及び，本田における比較品種との葉い

もちと穂いもちの発病程度の比較（表2）によれば，葉い

もちはササニシキよりわずかに強めのやや弱，掛、もちは

ササミノリ並で中程度と判断され，幸いもちと穂いもち

の抵抗性程度が平行的でない。そこで，チヨホナミのこの

ような葉いもちと穂いもち抵抗性の特徴について検討した

蓑1葉いもちと穂いもち検定における発病程度
（年次問平均）

系 統 名

又 は

推 遺
伝
子
定 型

葉 い も ち 穂　 い　 も　 ち

盲　 愛　 福 古　 秋　 愛　 鳥　 乗
川　 知　 島 川　 田　 知　 椒　 北

品 種 名 鳥　 山　 相 農　 大　 山　 赤　 栽
試　 問　 馬 試　 館　 間　 名　 一

チ ヨホナミ P il a 6 ．9　 5 ．7　 4 ．1 6 ．6　 4 ．1 6 ．0　 4 ．1 3 ．7

ササ ミノリ ＋ 6 ．0　 4 ．6　 3 ．1 6 ．7　 3 ．7　 6 ．2　 5 ．3　 3 ．5

キ ヨニシヰ P i－a 6 ．7　 5 ．2　 3 ．4 6 ．5　 3 ．5　 6 ．4　 5 ．9　 3 ．2

トヨニシキ P i－a 6 ．5　 5 ．0　 3 ．4 5 ．5　 3 ．7　 5 ．0　 3 ．8　 3 ，1

ササニシキ P i－a 7 ．5　 6 ．5　 4 ．5 8 ．3　 5 ．6　 8 ．0　 6 ．9　 5 ．8

妾2　チヨホナミの奨励品種決定調査における
発病程度の比較

（日章いもち

比 較 品 種
比較品種 と

の差 の平均

比較品種 と比べて発病程度が

多　 い 同　 じ 少 ない
場　 合 場　 合 場　 合

ササ ミノ リ 十 1．5 11 0 0

キ ヨニ シキ ＋ 1．5 5 0 1

ササ ニ シキ 0 9 4 10

（2）穂いもち

比 較 品 種
比較 品種 と

の 差 の平 均

比 較 品種 と比 べ て 発病 程 度 が

多　 い 同　 じ 少 な い
場　 合 場　 合 場　 合

サ サ ミノ リ 0 5 2 0

キ ヨこ シキ ＋ 0．4 6 1 1

サ サ ニ シキ － 0．7 2 4 10

ので以下報告する。

2　試　験　方　法

抵抗性についての検討は，これまで行われた集いもちと

穂いもちの検定データを引用し，再整理して行った。

3　措果及び考察

愛知県農業総合試験場山間技術実験農場（以後，愛知山

間）における1982－1984年の検定データ及び．古川農式の

重いもちと掛、もち検定で．品種間差が比較的明瞭な1982，

1984，1986年の結果を整理し，幸いもちと軌、もち抵抗性

の相対的関係を表3に示した。愛知山間における判定は極

強く団から極弱lxはでを7ランクにわけて行われたものであ

り，古川農試における判定は，弓剣団から童掛×はでを5ランク

に分けて行われたものである。この結果によれば，愛知山

間においては，年次間平均で，葉いもちが相対的に強い系

統は13％，軌、もちが相対的に強い系統の割合は15％であっ

た。また，古川農試においては，糞いもちか相対的に強い

系統は9％，掛、もちが相対的に強い系統は17％であった。

垂3　集いもちと穂いもち抵抗性の相対的比較
（系統割合％）

抵 抗 性 程度 の 比 較
愛 知 山 間 古 川 農 試

℃2 ，83 ，84 平 均 ，82 ’84　■86 平 均

柔 い もち＞穂 い もち 12 1 7 1 1 13 1 0 14　 4　　 9

柔 い もち＜ 穂 い もち 15 1 6 15　 15 4 0　 0 12　 17

葉 いもち ＝穂 い もち 73　 67　 74　 71 4 9　 86　 84　 73

注．＞の左側は，右側より強。＜は，その逆。

進藤3）は，重いもちと掛、もちの抵抗性は，独立に遺伝

し，相対的に柔いもちに弱く掛、もちに強い品種として，

農林6号，こがねもち，オトメモチ等，逆に蓋いもちに強

く掛、もちに弱い品種として戦捷，藤坂5号等があると報

告している。また，古くから，農林6号や農林8号のよう

に，薫いもちと穂いもちの抵抗性の関係が，平行的でない

品種も知られている2）。

このように，重いもちと掛、もち抵抗性が相対的に異な

る品種は少なくなく，チヨホナミは，相対的に葉いもちよ

り穂いもちに強い品種である。

チヨホナミの片親であるアキホマレの圃場抵抗性は，幼

苗検定による幸いもち抵抗性については，キヨニシキより

やや弱く，掛、もち抵抗性は，キヨニシキよりやや強い。
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本田における成績では，アキホマレの重いもち抵抗性は，

ササニシキとはぼ同程度かわずかに強く，また，穂いもち

抵抗性は，トヨニシ牛とはぼ同程度であった1）。（表4）

これらから，チヨホナミのいもち病抵抗性の特徴と程度は，

表4　アキホマレの普及見込地帯における発病
程度の比較

11）幸いもち

比 較 品 種
比較品 種と

の差の平均

比較品種 と比べて発病程度が

多　 い 同　 じ 少 ない
場　 合 場　 合 場　 合

トヨニシキ ＋　0．6 12 18 0

サ サニ シキ － 0．3 2 18 6

12）穂いもち

比 較 品 種
比 較 品 種 と

の差 の 平 均

比 較 品種 と比 べ て発 病 程 度 が

多　 い 同　 じ 少 な い
場　 合 場　 合 場　 合

トヨニ シキ 0 3 22 5

サ サ ニ シキ － 0．3 0 12 16

注．（水野ら1982．から作表）

アキホマレと類似しているといえる。

アキホマレはいもち病常発地帯の秋田県において，幸い

もちと穂いもちの抵抗性が，ともに掛、トヨニシ牛を対象

として奨励された。チヨホナミの宮城県における普及見込

み地帯は，秋田県におけるアキホマレの普及見込み地帯は

どいもち病の発生は多くはないと考えられるが，チヨホナ

ミの栽培に当たっては，柔いもちに対して注意が必要であ

ると思われる。
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